
セッコク（石斛） 
ラン科セッコク属（学名：Dendrobium moniliforme）

朝鮮半島、中国、日本では東北地方南
部以南に生育する小型の着生ランで
「デンドロビウム」と呼ばれるもの
の一種。茎（バルブ）は太く内部に
水分を蓄えられるようになってい
る。細い根で木や岩にしっかりと
着生し、5月～6月上旬にバルブの
先端の節から花茎を出し、白や淡い
ピンク色の芳香がある花を咲かせる。

「長生蘭」の名で古典園芸植物としても親
しまれている。（写真提供：佐藤利春）
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＜塩釜税務署よりお知らせ＞

インボイス制度
令和５年10月開始

■ その他インボイス制度の一般的なご質問やご相談は、インボイスコールセンターまで

■ 詳しくはこちらまで

0120-205-553フリーダイヤル（無料）

9:00から17:00（土日祝除く）受付時間

※個別相談は、所轄の税務署への事前予約をお願いします。

税制改正案の
内容

持続化補助金 IＴ導入補助金 インボイス制度
特設サイト

事務負担軽減?

補助金も?
税負担軽減?インボイス制度、

支援措置があるって本当!?
本当です！ そのための税制改正（案）が閣議決定されています。
また、令和４年度補正予算で各種補助金が拡充されました。

免税事業者から課税事業者になる方へ

納税額が売上税額の２割に軽減？

インボイスの登録で補助金が50万円上乗せ?

登録申請、４月以降でも大丈夫？

既に課税事業者の方も

会計ソフトに補助金？

少額取引はインボイス不要って？

少額な値引き・返品は対応不要？
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～キャッシュレス納付のご案内～

～令和４年分 所得税・消費税等（個人事業者）振替納付日等～

■ダイレクト納付を利用した予納
　ダイレクト納付を利用している方であれば、確定申告により納付することが見込まれる金額について、
その課税期間中に、あらかじめ納付日や納付金額等をe-Taxに登録しておくことで、登録した納付日に
預貯金口座から振替により納付（予納）することができます。
　納付日や納付金額を複数登録することができますので、定期的に均等額を納付することや、収入に応
じて任意のタイミングで納付することができます。
　利用方法など詳細については、国税庁ホームページにある「ダイレクト納付の手続」をご覧ください。

国税の納付は、金融機関や税務署等の窓口に行く必要がない、非対面の「キャッシュレス納付」が
大変便利です。

　税務署から納付についてのお知らせはしておりません。確実に振替納付できるよう、振替納付日
の前日までに預貯金残高の確認をお願いします。振替口座の残高不足等で振替できなかった場合
は、法定納期限の翌日から納付の日まで延滞税がかかる場合があります。

個人事業者の消費税及び地方消費税

確定申告
確定申告延納
確定申告

令和５年４月24 日（月）
令和５年５月31 日（水）
令和５年４月27 日（木）

申告所得税及び復興特別所得税

◯ 令和４年分の確定申告の振替納付日は次のとおりです。

パソコンやスマホから、即
時又は納付日を指定して、
口座引落しにより納付する
方法です。

e-Tax利用開始届出書、ダ
イレクト納付利用届出書の
提出が必要です。

①e-Taxの利用開始
　手続（初回のみ）

ダイレクト納付の申込みをすることで、e-Taxから簡単な方法で口座引落しにより納付する方法です。

②ダイレクト納付口座
　の届出（初回のみ）

③e-Taxで
　申告・納税

④口座引落し
　　で納付

e-Taxで申告されている方、源泉所得税の毎月納付など頻繁に
納付手続をされている方
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税に関する絵はがきコンクール税に関する絵はがきコンクール

塩竈市立第二小学校

田　中　綺　乃
た なか あや の

《塩釜法人会優秀賞》

塩竈市立月見ヶ丘小学校

加　藤　理　緒
か とう り お

《塩釜法人会優秀賞》

多賀城市立城南小学校

成　澤　直　生
なり さわ な お

《塩釜法人会優秀賞》

利府町立しらかし台小学校

村　上　真　緒
むら かみ ま お

《塩釜税務署長賞》

利府町立利府第三小学校

阿　部　心　奏
あ べ ここ な

《公益社団法人塩釜法人会 会長賞》

多賀城市立天真小学校

堀　籠　さくら
ほり ごめ

《塩釜法人会 女性部会長賞》

松島町立松島第二小学校

早　坂　心　結
はや さか み ゆ

《塩釜法人会優秀賞》

利府町立利府小学校

川　村　麗　奈
かわ むら れ な

《塩釜法人会優秀賞》

利府町立利府小学校

元　木　みすず
もと き

《塩釜法人会優秀賞》

利府町立しらかし台小学校

千　葉　心　遥
ち ば み はる

《塩釜法人会優秀賞》

第15回
小学6年生の

公益社団法人 塩釜法人会女性部会主催 入賞作品
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 「
多
賀
城
の
歴
史
的
広
域
連
携
」

　
を
提
唱
す
る

　
こ
れ
ま
で
多
賀
城
の
歴
史
的
な
価
値
、

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

本
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
に „
多
賀
城
“
に
関

連
す
る
地
域
と
の
広
域
連
携
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。

 「
多
賀
城
」は

　
古
代
城
柵
遺
跡
の
中
心
的
存
在

　
古
代
東
北
の
歴
史
は
、
城
柵
の
設
置
に

よ
る
支
配
強
化
に
よ
っ
て
、
様
々
な
抗
争

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
「
多
賀
城
」

で
し
た
。
7
世
紀
中
葉
か
ら
9
世
紀
前
半

に
か
け
て
多
く
の
城
柵
が
設
置
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
陸
奥
国
内
で
は

玉
造
柵
（
大
崎
市
）、
牡
鹿
柵
（
東
松
島

市
）、
色
麻
柵
（
加
美
町
）、
桃
生
城
（
石

巻
市
）、
伊
治
城
（
栗
原
市
）、
出
羽
国
で

は
出
羽
柵
（
酒
田
市
）、
秋
田
城
（
秋
田

市
）、
雄
勝
城（
大
仙
市
？
）、
胆
沢
城（
奥

州
市
）、
志
波
城（
盛
岡
市
）等
が
あ
り
ま

す
。
　
さ
ら
に
、
全
国
的
な
規
模
で
は
、
奈
良

の
都
の
中
心
的
な
政
治
を
司
っ
た「
平
城

宮
跡
」、
西
の
守
り
と
大
陸
と
の
外
交
・

交
易
、
防
衛
施
設
で
あ
る
「
大
宰
府
跡
」

と
共
に
「
多
賀
城
跡
」
は
、
日
本
三
大
史

跡
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 「
多
賀
城
碑
」は

　
日
本
三
古
碑
と
し
て
も
有
名
！

　
国
内
に
現
存
す
る
古
代
の
碑
は
、
18
基

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
那
須
国
造
碑
」、

「
多
胡
碑
」
と
共
に
「
多
賀
城
碑
」
は
日
本

三
古
碑
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
那
須
国

造
碑
は
、
栃
木
県
大
田
原
市
に
あ
り
文
武

天
皇
4
年
（
7
0
0
年
）
に
建
立
さ
れ
た

顕
彰
碑
で „
国
宝
“
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
胡
碑
は
、
群
馬
県
高
崎
市
に
あ
り

和
銅
4
年
（
7
1
1
年
）
に
建
立
さ
れ
た

建
郡
碑
で
、  „
特
別
史
跡
“
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
多
賀
城
碑
は
、
多
賀
城
跡
の
南
門
に
近

接
し
た
場
所
に
所
在
し
天
平
宝
字
6
年

（
7
6
2
年
）に
藤
原
朝
獦
が
建
立
し
た
改

修
記
念
碑
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代

に
偽
作
説
が
唱
え
ら
れ
て
か
ら
長
い
間
偽

物
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
碑
文
の
研
究

や
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て „
真
碑
“

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
平
成
10
年
に

国
の „
重
要
文
化
財
“
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

 「
日
本
遺
産
」と「
芭
蕉
お
く
の
ほ
そ

道
風
景
地
」指
定
に
つ
い
て

　
令
和
27
年
に
文
化
庁
に
よ
っ
て
施
行
さ

れ
た
日
本
遺
産
は
、
地
域
の
文
化
遺
産
を

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
宮
城
県
と
し
て「
政
宗
が
育
ん
だ

伊
達
な
文
化
」が
指
定
さ
れ
、
多
賀
城
市

の
他
に
仙
台
市
、
塩
釜
市
、
松
島
町
に
所

在
す
る
文
化
遺
産
が
構
成
文
化
財
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
芭
蕉
お
く
の
ほ
そ
道
風
景
地
」は
、
松

尾
芭
蕉
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
関
連
し

た
国
指
定
の
名
勝
で
、
指
定
対
象
の
風
景

地
は
、
宮
城
県
内
で
は
多
賀
城
市
壺
碑
、

興
井
、
末
の
松
山
、
塩
釜
市
籬
が
島
、
岩

沼
市
武
隈
の
松
、
仙
台
市
薬
師
堂
等
や
埼

玉
県
草
加
市
、
栃
木
県
日
光
市
、
岐
阜
県

大
垣
市
等
12
県
26
か
所
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

 

そ
の
他
、各
分
野
に
渡
る

　
関
連
地
域
と
の
広
域
連
携
を
！

　
多
賀
城
市
が
関
連
す
る
各
種
連
携
に
つ

い
て
、
例
え
ば „
ア
ヤ
メ
サ
ミ
ッ
ト
“
の

参
加
自
治
体
や „
令
和
の
万
葉
大
茶
会
“

の
構
成
都
市
と
の
連
携
等
、
こ
の
機
会
に

多
賀
城
市
と
関
連
す
る
歴
史
・
文
化
で
交

流
し
て
い
る
都
市
・
団
体
と
交
流
を
深
め
、

広
域
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
提
唱
す

る
も
の
で
す
。
そ
の
中
核
と
な
る
地
域
は
、

多
賀
城
市
と
七
ヶ
浜
町
を
は
じ
め
塩
釜
市
、

利
府
町
、
松
島
町
、
東
松
島
市
、
仙
台
市

東
部
地
区
の
旧
宮
城
郡
の
エ
リ
ア
が
中
心

と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
賀
城
創
建

1
3
0
0
年
の
年
と
な
る
2
0
2
4
年

（
令
和
6
年
）は
、
奈
良
時
代
の
工
法
で
実

物
大
復
元
さ
れ
て
い
る
多
賀
城
南
門
の
公

開
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
で
祝
賀

行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

内
だ
け
で
は
な
く
古
代
朝
鮮
半
島
に
所
在

し
て
い
た
百
済
と
の
歴
史
的
繋
が
り
か
ら

民
間
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
、
国
外
の
地

域
と
も
積
極
的
に
交
流
を
進
め
て
い
く
こ

と
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

多
賀
城
創
建
1
3
0
0
年
の
年
は
、
多
賀

城
市
に
と
っ
て
ま
さ
に
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

ま
た
と
な
い
好
機
と
捉
え
て
、
市
民
と
共

に
祝
賀
し
前
進
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
是
非
、
市
民
総
参

加
で
多
賀
城
創
建
1
3
0
0
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

Relay Talk
vol.47

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

城柵の位置と支配範囲
8世紀後半 9世紀前半

「
今
昔
を
通
し
た
多
賀
城
の
紹
介
」

（
6
回
シ
リ
ー
ズ
╱
6
回
）

七
ヶ
浜
町  
高
倉 

敏
明

　
間
も
な
く
多
賀
城
創
建
1
3
0
0
年

を
迎
え
る „
多
賀
城
“の
歴
史
的
な
価

値
と
重
要
性
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、6

回
シ
リ
ー
ズ
で
多
賀
城
を
紹
介
し
ま
す
。

第
6
回
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あ
と
が
き

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
月
よ
り
５
類
へ
移

行
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
ま
た
新
た
な
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
あ
り
方
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
国
際
紛
争
や
物
価
高
騰
な
ど
、
私
た

ち
の
経
済
活
動
に
直
接
影
響
が
お
よ
ぶ
事
案
に
も

注
視
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
好
転
し
て
欲
し
い

も
の
で
す
。
広
報
委
員
会
で
は
、
本
誌
を
通
じ
て

法
人
会
の
活
動
報
告
や
お
役
に
立
て
る
情
報
を
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員　
柴 

原　
　
大

塩
釜
法
人
会
は
、
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島
町
・

七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
管
内
の
約
1
0
0
0
社
の
会
社
・

事
業
者
が
加
入
す
る
経
営
者
の
団
体
で
す
。
法
人
会

に
加
入
し
て
知
識
と
人
脈
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

１　

各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
や
著
名
人
に
よ
る
講

　
　
　

演
会
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

　

２　

経
営
者
や
従
業
員
も
利
用
で
き
る
福
利
厚
生

　
　
　

制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

３　

多
種
多
様
の
経
営
者
と
の
出
会
い
が
、
新
た

　
　
　

な
仲
間
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋

　
　
　

が
り
ま
す
。

法
人
会
に
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
、
ご
近
隣
や
お

知
り
合
い
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
支
部
役
員
ま
た

は
事
務
局
に
ご
紹
介
下
さ
い
。

新
入
会
員
募
集

  

キ
ャ
ン
ペ
ー
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令和5年度定時総会を下記日程で開催いたし
ます。開催案内は後日送付します。

総会と併せて、記念講演・会員交流会も下記
で開催します。

開催日時：６月7日（水） 午後３時３０分から
会　　場：ホテルグランドパレス塩釡
　　　　　（塩竈市尾島町３-５  ☎367-3111）

■総会記念講演：午後2時から

■会員交流会：午後5時から

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
5
年

3月24日㈮

3月28日㈫

4月12日㈬

4月13日㈭

4月26日㈬

5月12日㈮

5月17日㈬

5月17日㈬

5月24日㈬

5月26日㈮

6月  7日㈬

6月  9日㈮

6月20日㈫

6月29日㈭

全法連　第44回理事会

県連　第3回理事会

広報委員会

第18回全国女性フォーラム愛媛大会

県青連第1回部会長会議

県連　第1回総務委員会

県連　第1回理事会

東北六県連　監査会

県女連第1回部会長会議

全法連　第1回理事会

第12回定時総会

第1回税制委員会

県連　社員総会

県青連第2回部会長会議

13：00

16：00

14：00

14：00

18：30

15：00

15：30

15：00

15：00

18：30

全法連会館

パレスへいあん

塩釜商工会議所

アイテムえひめ（愛媛国際貿易センター）

仙台ビル６F

パレスへいあん

ホテルグランドパレス塩釜

仙台青葉カルチャーセンター

江陽グランドホテル

これからのスケジュールこれからのスケジュール

2月13日（月）～2月28日（火）
第15回税に関する絵はがきコンクール入選作品展示

（マリンゲート塩釜1Fエントランスホール）

2月13日（月）
女性部会一般公開セミナー「食品ロスの削減について」

（塩釜商工会議所）

2月7日（火）～3月15日（水）
第28回税に関する標語作品展示
（マリンゲート塩釜3F確定申告会場）

2月7日（火）～2月10日（金）
第15回税に関する絵はがきコンクール入選作品展示

（マリンゲート塩釜3F確定申告会場）

2月13日（月）
第28回税に関する標語入選作品展示

（本塩釜駅アクア口）

活動フォト
レポート

令和5年度

第12回定時総会
お知らせ

講師：ダイヤ精機株式会社 　　　　　　　　
代表取締役  諏訪 貴子氏

演題：「町工場発！
　二代目の経営改革と人材育成」


